
ビラールさま 

～いちばん さいしょの ムアッズィン～ 

 

ムアッズィンとは、なんのしごとをする人のことか、しっていますか？ムアッズィンは、れいはいのよびかけ、アザ

ーンをいう人のことです。きょうは、いちばんさいしょのムアッズィン、ビラールさまのおはなしをします。ビラー

ルさまは、ビラール ブヌ ラバーフ アル＝ハバシーというおなまえでした。アフリカのエチオピアでうまれ

ました。ビラールさまは、どれいでした。さいしょは、ある女の人のどれいでしたが、つぎにイスラームのことがだ

いきらいなことでゆうめいなウマイヤという人のどれいになりました。 

 

ウマイヤはイスラームのことがだいきらいだったので、ビラールさ

まがイスラームにはいったことをしると、たくさんひどいことをす

るようになりました。あるとってもあつい日、ウマイヤはビラールさ

まをはだかでさばくのすなの上にねころばせました。そして、あつ

くした石をビラールさまのからだの上にのせ、「ムハンマドをひて

いして、われわれのかみをしんじるか、それともこのまましぬ

か？！」とせまりました。ビラールさまは、ひふがねつでとけたよう

になりながらも、「アハドゥン、アハドゥン（ゆいいつのおかた）」とい

いながら、たえました。そんな中、アブーバクルさまがそれを目にし、ビラールさまをごじぶんのもっているどれ

いとこうかんして、ビラールさまをたすけたので、ビラールさまはじゆうのみになりました。 

 

むかし、まだアザーンがなかったころ、ひとびとは、おいのりのじかんになると、バラバラ

にあつまってきていましたが、ムスリムのかずがふえてくると、おいのりのじかんをしら

せるひつようがでてきました。どのようにおいのりのじかんをしらせるか、いろいろなア

イディアがでましたが、なかなかきまらずにいました。ある日、アブドゥッラーというサハ

ーバさまが、あるゆめをみました。そのゆめでは、みどりいろのふくをきたおとこがやっ

てきて、アザーンのことばをおしえてくれたのでした。アブドゥッラーさまがよげんしゃさ

まにそのゆめについてしらせると、よげんしゃさまは、きれいなこえでゆうめいだったビ

ラールさまにそのことばをおしえ、アザーンをさせました。ウマルさまは、そのアザーン

をきくと、いそいでよげんしゃさまのところにやってきて、「わたしもそれとおなじゆめを

みました！」と言いました。しゃくねつのさばくの中、「アハドゥン、アハドゥン（ゆいいつのおかた）」といってサブ

ルされたビラールさまは、みなにゆいいつのおかたへのよびかけをするしごとをあたえられたのでした。 

 



よげんしゃさまが、てんごくへのたび（ミィラージュ）をされたとき、あるおとをきいたので、ジブリールさまに

「これはなんのおとですか？」ときくと、「これは、ビラールのおとです」とこたえられました。あるとき、よげんし

ゃさまが、ビラールさまに、「わたしは、てんごくであなたのあしおとをききました。あなたは、どんなよいおこな

いをしたのか、おしえてください。」すると、ビラールさまは、「わたしのおこないのなかで、いちばんよいものが

あるとしたら、よるでも、ひるでも、いつもウドゥーをして、ゆるされるだけれいはいをすることです。」とおっしゃ

いました。ビラールさまは、アザーンのおしごとをされていましたが、アザーンもイバーダのひとつなので、ウド

ゥーがひつようです。だから、いつもウドゥーをたもったじょうたいでいたのです。 

 

ビラールさまは、いつもねるまえ、「アッラーよ、どうかわたしのつみや、まちがいをゆるしてください。」とドゥア

ーされていました。そして、モスクのちかくのたかい家のやねのうえで、ファジュルのアザーンをまつあいだ、い

ちにちもかかさず、「わたしは、あなたをたたえます。あなたにたすけをもとめます。クライシュぞくがムスリムに

なるようにしてください。」とドゥアーされていました。クライシュぞくが、ビラールさまに、たくさんのひどいこと

をしてきたにもかからわず、ビラールさまは、かれらのためにドゥアーをしていたのでした。 

 

よげんしゃさまがおなくなりになると、マディーナのまちは、くらやみにつつまれました。ズフルのれいはいのじ

かんになり、ビラールさまはなみだをめにためながら、アザーンをよびかけはじめましたが、「アシュハドゥ アン

ナ ムハンマダッラスールッラー」のところで、なきくずれてしまい、どうしてもつづきをいうことができません

でした。そのあと、カリフににんめいされたアブーバクルさまにアザーンをするよう、たのまれましたが、「わたし

はよげんしゃさまいがいのだれのためにもアザーンをすることができません」といって、シャームちほうへうつ

りました。 

 

なんねんもたったあとのある日、ビラールさまは、ゆめのなかで、よげんしゃさまをみました。そこでは、よげんし

ゃさまが「そろそろ、わたしをおとずれてくれてもよいでしょう」とおっしゃいました。そこで、マディーナのよげ

んしゃさまのおはかをたずねました。よげんしゃさまのおまご、ハサンさまとフセインさまがビラールさまに、ファ

ジュルのれいはいのアザーンをしてください」とつよくおねがいされたので、ビラールさまは、アザーンをする

ことになりました。そして、アザーンをよびかけると、マディーナのまちがどよめき、ひとびとがいえからでてき

ました。マディーナのまちで、その日ほど、ひとびとがないた日はありませんでした。 

 

ビラールさまが、「わたしはもうすぐ、よげんしゃさまとサハーバたちにあえるから、うれしい」となんどもいいつ

づけながら、おなくなりになりました。 

 

 


